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平成３０年度第１回日進市総合戦略推進委員会 議事録 

 

 

日   時  平成３０年８月２２日（水） 午前１０時３０分から正午まで 

場   所  日進市役所本庁舎４階第３会議室 

出 席 者  坂井陽二、福安克彦、石黒秀一、鵜飼宏成、亀倉正彦、河瀬英一、三村剛、伊藤

正仁、住田穗積、基優子 

欠 席 者  無 

事 務 局  萩野敬明（企画部長）、辻武（企画部調整監）、水野隆史（企画部次長兼企画政策

課長）、川合陸仁（企画政策課長補佐）、河合一成（企画政策課市政戦略係長）、犬

飼啓貴（企画政策課市政戦略係主事） 

説明の為に  伊東あゆみ（健康課長）、石川雅之（子育て支援課長）、與語隆弘（こども課長） 

出席した者   

傍聴の可否  可 

傍聴の有無  有（１名） 

次   第  １ 開会 

２ 委嘱書交付 

３ 副市長あいさつ 

４ 自己紹介 

５ 委員長選任、委員長職務代理指名 

６ 諮問 

７ 議題 

       （１）主要事業の進捗状況について 

ア 平成２９年度取組実績及び平成３０年度取組予定 

         イ 施策１－１ 結婚から出産、育児までのトータル支援 

配付資料  資料１  日進市人口ビジョン・総合戦略 総合戦略進捗状況資料 

資料２  日進市総合戦略 施策１－１「結婚から出産、育児までのトータル支援」 

に関係する主な子育て支援施策マップ 

資料３  日進市における妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援施策について 

参考資料 子育て世代包括支援センターチラシ 

日進市産後ケア事業チラシ 

日進市子ども・子育て支援事業計画体系 

平成３０年度保育所入園児数 

日進市保育・教育施設位置図 

 １ 開会 

 ２ 委嘱書交付 

 ３ 副市長あいさつ 

 ４ 自己紹介 
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 ５ 委員長選任、委員長職務代理指名 

 （委員の互選により鵜飼委員を委員長に選任、委員長が河瀬委員を委員長 

職務代理に指名） 

 ６ 諮問 

   （副市長から諮問書を手交） 

 （傍聴者入場） 

 ７ 議題 

（1）主要事業の進捗状況について 

委 員 長 議題（１）ア 平成２９年度取組実績及び平成３０年度取組予定について、

事務局から説明をお願いします。 

事 務 局 （資料１に基づき説明） 

委 員 長 ただいまの説明について、ご意見等はございますか。 

委 員 長 全体マップが少し分かりづらいかもしれませんが、冒頭でありましたよう

に日進市人口ビジョン・総合戦略は、ある一定のターゲット年を決めて、そこ

に向けてどういうまちにしていくのかという大きな青写真を方針として定め

ている。次世代育成、健康長寿、まちづくり・しごとづくりといった大きな３

本柱の領域があり、それぞれ実現するべき個別の案件があるということです。 

継続案件もあれば、平成３０年度新規に行われているものもあるというこ

とで、今年度の特徴は、どちらかというと平成３０年度新規に起こっている事

業が比較的多いという印象を受けます。それは、流れの中で必要となったもの

が表に出てきているのだろうと思います。従いまして、大きな視点で言えば、

やるべきことを事業化していって、施策として予算措置ができて立ち上がっ

ているというのが平成３０年度のひとつの特徴と思われます。 

委 員 長 それでは続きまして、議題（１）イ 施策１－１ 結婚から出産、育児まで

のトータル支援について、事務局から説明をお願いします。 

事 務 局 （資料２に基づき説明） 

健 康 課 

子育て支援課 

こ ど も 課 

（資料３に基づき説明） 

委 員 長 ただいまの説明について、ご意見等はございますか。 

個別の案件については、丁寧にご説明をいただきました。一方で、妊娠期か

ら小学生まで跨いで多様な部署に渡って施策が実施されているとなれば、利

用者の視点からいくと、どこに行けばしっかりとした情報が繋がって入手で

きるかというような、全体最適的にうまくいっているのかという視点と個別

の施策ごとにうまくいっているのかという視点の二つの視点からご意見等が

出てくると思われます。ご発言の際は、どのような視点からということを添え

ていただけると助かります。 

委 員 保育園の待機児童の解消を目指していると資料に記載してありますが、待
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機児童の最新の人数は分かりますか。 

こ ど も 課 最新の資料は持ち合わせておりませんが、１８０名程度と把握しておりま

す。 

委 員 その待機児童は、新しく整備される２つの小規模保育施設と１つの民間保

育所によって解消される見込みでしょうか。 

こ ど も 課 日進市の現状としましては、土地区画整理等の住宅地開発によって人口が

増加しており、また、出生数が１，０００名程度あり、保育ニーズが非常に高

いという認識を持っております。保育サービス供給量の計画につきましては、

第２期子ども・子育て支援事業計画において、利用者ニーズアンケートの実施

等を行いながら、今後の方向性を定めていきたいと考えています。 

委 員 長 先ほどの質問では、今年度の事業で待機児童の解消がどの程度、進む計画な

のかという視点が背景にあったと思います。その点について見込みはいかが

でしょうか。 

こ ど も 課 施設整備による保育サービス供給量の確保と保育ニーズのアンバランスさ

の解消は簡単ではないと考えています。 

担当課としてできることを考えたとき、日進市の現状として、０歳から２歳

までのニーズが非常に高いため、その年代を対象とした小規模保育施設の整

備を進めながら、将来的に０歳から５歳までを対象とする民間認可保育所の

開設も進めていきたいと考えております。 

委員長のおっしゃるように、１８０名程度の待機児童全てが解消できるも

のではないと認識しています。 

委 員 長 追加の質問となりますが、待機児童の数は、利用者のニーズとサービスを提

供できる場所のミスマッチという理解でしょうか。 

サービス供給量全体として足りていないのか、希望する園が空いていない

ことによる数なのか、どちらでしょうか。 

こ ど も 課 ０歳から２歳までは、サービス供給量全体の不足と把握しています。 

委 員 要望となりますが、西の地区に小規模保育施設が増えていると思いますが、

米野木台に子どもが増えていると思いますので、同地区に０歳から２歳まで

を預かれる保育施設を増やしてほしいと思います。 

こ ど も 課 要望として承ります。 

小規模保育施設については、民間事業者を公募しております。今年度の取組

として、事業者選定の際に、保育ニーズの高い赤池・米野木台に設置する場合

は加点することで配慮を行っています。 

ただ、事業運営のコストから、事業者の提案が必ずしもその地域への設置と

なるとは限りません。 

委 員 米野木台の保育ニーズは高いため、事業者から提案が無いことは、施設を設

置しない理由にならないと思います。 

こ ど も 課 事業者の提案が無かったのではありません。平成３１年度４月事業開始の
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小規模保育施設を２施設募集し、３事業者から応募がありました。 

今後も、計画に基づく設置を行っていきたいと考えています。 

委 員 是非、米野木台への誘致をお願いします。 

委 員 長 大変、貴重な指摘だったと思います。 

委 員 公立・私立保育園を含めた定員数と実際の入園児童数を比べると、１９０名

程の空きがあります。先ほどの話で、待機児童の定義が私も分からなかったと

ころがあります。 

案内をうまく行うことで、１８０名程度の方も受け入れられるということ

が伝わるのでしょうか。 

こ ど も 課 先ほどの待機児童数の定義は、日進市の保育施設等を利用希望された方の

内、入所のご案内ができなかった方の数となります。 

定員の空きについては、３歳から５歳までの枠となります。保育ニーズとし

ては０歳から２歳までに偏っていますので、このような差が生まれています。 

委 員 もう少しお聞きしたいのですが、０歳から２歳までの児童数は何名ですか。 

こ ど も 課 ０歳から５歳までの就学前児童数は約６，２００名です。その内、約２，０

００名が保育施設を利用しており、約１，５００名が幼稚園を利用していま

す。０歳から２歳までは、約３，０００名です。 

委 員 資料では、保育施設における０歳から２歳までの定員数は、１，０００名に

満たない数となっています。 

３，０００名との差は、ご家庭で育てられている数と見てよいのでしょう

か。 

こ ど も 課 全てではないと思いますが、育児休業が活用されている場合や認可外保育

所・事業所内保育施設が活用されていることも考えられます。詳細な数につい

ては、把握ができておりません。 

委 員 平成３１年に小規模保育施設が開設されることで定員が拡大されるという

ことですが、０歳から２歳までの定員は何名分増えるのでしょうか。 

こ ど も 課 小規模保育施設は、定員が１９名以下の施設です。２施設で３８名分となり

ます。また、定員設定は０歳３名、１歳・２歳が各８名の構成となります。 

委 員 入所者数の資料を見ると、米野木台西保育園は、全ての年代で満員となって

おり、他の園とは傾向が違うものと考えられます。先ほどのお話にあった米野

木台のニーズが高いことが裏付けられるため、データから見て、市として特に

対応をとる必要があると感じました。 

こ ど も 課 補足させていただきますと、米野木台西保育園は指定管理方式による公設

民営となっています。指定管理者によるその他のサービスを望むというニー

ズがあることも考えられます。 

委 員 個人の感想として、子どもの保育園探しで非常に苦労しました。近隣市に住

む親戚はそういったことがなく、これは日進市に保育園が足りないというこ

とではないかという思いがあります。 
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委 員 長 人口増加の状況、増加する年代層やもともと持っているインフラの状況か

らも切実な課題があるものと予想します。今日の議論については、短い時間で

解決できるものではない一方、極めて重要なご指摘を各委員から頂いており

ます。 

総合戦略については、人口増加を前提として、まちとしてどのように支えて

いくのかということが大きな視点となります。時間をかけてでも対応策を考

えていかなければいけないと思います。この委員会は進捗管理がメインの仕

事でありますが、その視点からも課題をご提案できる会にしていければと思

います。 

他の視点から、何かご意見等はございますか。 

委 員 田園フロンティアパーク構想について、構想策定当時から、商・農・観光の

連携した施策を要望してきました。現在、進んでいるＤＭＯ構想について、市

の財政力から予算が減っていくのではないかとも思っています。田園フロン

ティアパーク構想策定時にも議論のあった道の駅構想が進められています

が、このように注目を集める事業について、単独の部署だけでなく、全体的な

視野で施策を進めていただきたいと要望します。 

委 員 長 田園フロンティアパーク構想と道の駅について、事務局から情報の捕捉を

お願いします。 

事 務 局 道の駅については、基幹施設整備室という部署が中心となって事業を進め

ています。その中では、田園フロンティアパークとの関係性も視野に入れて検

討を行っています。今後の検討において、ご意見は伝えさせていただきます。 

産業に関しましては、現在、力を入れてきているところであります。注目さ

れる分野であるとのご意見は、おっしゃるとおりと思います。 

委 員 長 地方版総合戦略は、いわゆる縦割りを廃して総合的に取組を進めるという

枠組みでもあります。総合的なアプローチがなされることを期待します。 

委 員 小・中学校の空調整備について、現状、理科室等の特別教室には設置されて

いません。総合戦略上、設置を検討してください。 

事 務 局 現時点では、普通教室への設置を先行しております。 

委 員 死亡事故があったことで、近隣自治体が特別教室を含めた整備を急遽、進め

ています。 

委 員 他自治体では、民間資金を利用した整備も検討されています。日進市でも検

討してはどうでしょうか。 

委 員 長 ご意見として受け止めていただければと思います。 

委 員 人口ビジョンでは、２０６０年の１５歳未満人口が今より増えるとされて

います。小・中学校の増設を要望します。赤池小学校・西中学校は児童生徒数

が増加することが予想されます。西中学校の分離・新設の予定はありますか。 

事 務 局 現時点で、西中学校の分離・新設の予定はありません。 

委 員 ２０６０年までの人口見込みが出ていますので、１０年後の日進市を考え
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たいと思います。西中学校の分離・新設の検討を要望します。 

委 員 長 日進市も歴史の長いまちですから、エリアごとの発展状況に差があります。

人口の配置は変わりにくいため、見えやすい計画を導くことはできると思い

ます。日進市でも理解したうえで、検討中ということだと思います。 

委員会としては、課題の提案をし続けることが必要だと思います。 

委 員 子育て世代包括支援センターの相談等件数について、総合戦略上は、その評

価が重要だと思います。未来を担う次世代を支えるという趣旨に向かって、ど

のようなヒントに繋がっていますか。利用者数についても同様です。 

また、相談ができない・相談しづらい方が深刻な悩みを抱えていることがあ

るかもしれません。このような方々に対して、対策はとられているのでしょう

か。 

例えば、横の繋がりが重要であると思われる中で、出産後にできた友達よ

り、妊婦の時期にできた友達のほうが相談しやすいということがあるかもし

れませんので、スマートフォンやＳＮＳを利用したコミュニケーションの仕

組みが整っているかどうか等が感じられました。 

今後の検討項目の１つとしてはどうかと思います。 

健 康 課 おっしゃるとおり、相談できない方等がいらっしゃることは承知しており

ます。データとして相談件数を記載しておりますが、それだけではなく、母子

健康手帳交付の機会を捉えて、全ての方に面接を行っております。その中で、

時間をかけて困りごとの相談や相談できる窓口があることの紹介などを行っ

ております。 

連携の面では、従来、機関ごとの縦割りであったところを、支援体制につい

て協議する関係機関会議を立ち上げて推進しております。今後も、連携を強化

していきたいと考えております。 

委 員 長 議論は尽きないところでありますが、予定していた時間となりましたので、

ご意見等がありましたら事務局へご提案をいただければと思います。 

事 務 局 様々なご意見をいただき、ありがとうございました。次回の日程につきまし

ては、改めて調整をさせていただきます。 

 閉会 

 


